


測定方法のJISを制定しました。 

1) ガスを成分毎に分離する機能(カラム)を持つ装置で、微量ガス濃度の定性や定量分析に使用される装置。水素炎

イオン化検出器、熱伝導度検出器、熱イオン化検出器などいくつかの検出方式があり、測定するガスの種類や濃

度によって使い分ける。 

 

２．JIS制定の主なポイント 

今回制定したJISの主なポイントは次のとおりです。 

① 測定装置の性能 

 この装置の性能として、測定結果の繰返し性、測定に必要なガスの量及び測定に要する

時間について規定しました。 

② 微量ガスの測定方法 

微量なガスを測定するに当たり、測定装置の取扱い及び測定するガスについて規定しま

した。測定装置の取扱いでは、測定の準備、測定操作及び測定器の保管について規定しまし

た。  

測定するガスに関しては、ガスの採取時の注意事項、ガスの採取方法、ガスの希釈方法と

その希釈倍率及び測定対象ガスの特性による取扱上の注意事項について規定しました。 

③ 測定装置の校正及び調整 

ガスクロマトグラフィー分析装置などの一般的な測定装置の校正及び調整では JCSS2)など

の標準ガスを使用するのが基本ですが、半導体式微量ガス測定装置は測定する濃度が1 ppb

以上 100 ppm未満と非常に微量なため、標準ガスを直接使用することができない場合があ

ります。このため、標準ガスを希釈して低濃度ガスを作る方法及び注意点について規定しま

した。また、標準ガスを使わない場合の校正及び調整用ガスの作り方を規定しました。 

2) JCSS(計量法トレーサビリティ制度)とは、国家計量標準に適合した計量標準（この場合は校正用の標準ガス）

の供給を目的とした制度。この制度の登録事業者は、提供する標準物質に、JCSS制度のロゴマーク付き校正証

明書を発行することができる。 

３．期待される効果 

この JISの制定により、半導体式微量ガス測定装置による測定結果の信頼性の向上が期待で

きます。その結果、この測定装置の特長である、小型・軽量・操作性などを活かして、従来の

ガスクロマトグラフィー分析装置を利用しにくい場面でこの測定装置の活用が広がり、大気・

室内空気・排ガスなど環境分野、工場の製造工程における品質管理、呼気ガスの分析など、新

しい市場の創造や産業の活性化に繋がることが期待されます。 

  

※日本産業標準調査会（JISC）の HP（http://www.jisc.go.jp/）から、 

「K0315（半導体式微量ガス測定装置による還元性微量ガス測定方法）」で JIS 検索すると 本文を

閲覧できます。 

 

【担当】経済産業省 産業技術環境局 国際標準課 （03-3501-9283、s-kijun-ISO@meti.go.jp） 

    （課長）渡辺 （担当者）田中、青山、中田 
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